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鰹麟職輝薦 基 本 理 念 靴鵬蘇脚猟

業 界 の 発 展 並 びに 組 合 員 の 社 会 的 地 位 の 向 上 に 努 め

研 鐙 と 融 和 を 図 り 一 視 同 仁 の 精 神 を め ざす と 共 に

企 業 の 健 全 な る 経 営 体 制 を 促 進 し そ の 成 長 発 展 に よ

り 地 域 社 会 に貢 献 す る
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（協）千 葉 電 友 会 だ より （１）

こ 挨 拶

千葉 市 長 松 井 旭

この度、 協同組合千葉電友会 皆様方の機関紙 「電友 会だより 第十 一号」 が、 発刊 さ

れ ま し た こ と、 心 か ら お 祝 い を 申 しあ げま す。

皆様方に は、 日頃より、 岩崎 理事長さんを先頭に一 致協力され、 業界の 発展 はもと

より著しく 技術革新が進む中、 適切に対応され、 便利 で快適な市民生活づ くり に多大

のご尽力 をいただいておりますこと、 心から敬意と感謝の意を表する次第でありま す。

と こ ろ で、 市 政 は、 本 年、 政 令 指 定 都 市 移 行 五 年 目 を 迎 え た 中 で、 今 世 紀 の都 市
づ

くりの総仕 上 げであり、 二十一 世紀への懸 け橋となり ます 「第六次 五か年 計画」 の初

年 度 と し て、 重 要 な 節 目 の 年 と な っ て い る の で あ り ま す。

「ゆ め ・ い き い き 千 葉 プラ ン」 を 愛 称 と す る こ の 計 画 は、 こ れ ま で 実 施 し て 参 り ま

した各種ア ンケー ト調査等によ り把握 した市民の ご要 望等を可能な 限り施 策に反映で

きる よう 策 定 いた しま した もの で あ り
、
私 は
、
本 計 画 の 確実 な 推 進 に努 め る と と も に

、

今 後 と も、 市 民 お 一 人 お 一 人 が、 生 涯 に わた り、 健 康 で 心 豊 か な 生 活 が 送 れる よ う、

「市民生活 の質的な向上」 と 「大都市にふさわ しいま ちづくり」 に全力 を 傾注して参

る 所 存 で あ り ま す。

こ の よ う な と き、 市 民 生 活 の 向 上、 ま た 市 政 発 展 の た め、 多
大 な る ご尽 力 を い た だ

いており ま す貴協同組合のお力 添えは、 誠にありがた く、 どう か今後とも、 さらに一

致 協力 さ れ、 業 界 の 発 展 に 努 め ら れ る と と も に、
市 政 発 展 の た め、

一層 の ご 支援 ・ ご

協力 を賜りますようお願い申 しあ げる次第であります。

おわりに、 協同組合千葉電友 会のますますの ご発展 と、 会員 皆様方の ご健勝・ご活

躍 を 心 か ら お 祈 り い た しま して、 祝 辞 と い た しま す。



（２） （協）千 葉 電 友 会 だ より

千葉市住宅供給公社の設立について

千葉市住宅供給公社常務理事 華 表 克 雄

１００万都 市を目指 す千葉 市は、 人口 の定住 化の促進 ・居住環 境の良好 な集合住 宅の

供給及び公 的住宅 の一元的管理 等を行うこと により市 民の生 活の安定と社 会福祉の増

進に寄与すること を目的 に平成 ８年 ７月１
１
日付 けで千 葉市住 宅供給公社を 設立 したと

こ ろ で ご ざい ま す。

又、 ２１世紀 に向 けた本 市の住 宅政 策の あり 方をと り ま とめた 総合的 な計 画と して

「千葉市住 宅マス タープラン」 に基づき住 宅の各種の 施策を 市と連携を図 りつつ、 実

質的に担う 機関と して事業を展 開して行くこ とと して おり、 併せて住まい 情報の提供

な ど総合的な住宅関連事業を実施 して参りたいと考えております。

次に供給公社の概要について述べさせていただきます。

設立当初の 組織については、 理事 長以下９名 の理事と事 務局 長以下２８名 （内 嘱託員２

名） ２ 課４ 係の体制と し、 将来 的には業務量に応 じた 組織に拡充 して参り たいと思い

ます。 又、 当 面 の 主な 業 務
と い た しま して は、 市 営 住 宅 （約６，

７００戸） と 特 定 優 良 賃 貸

住宅 （約７００戸） 等、 付帯 施 設を含 めた管 理業務を行 うこ とと し、１特に 市 営住宅 のア

ンペア変更 改良に つきま しては、 電友 会組合員皆 様の ご協力 により平成６ 年度より電

気設備改修 工事を 実施している と ころでございま すが、 平 成８年度におい て も６団地

で実施する 予定でご ざいます ので引 き続き ご協力 のほ どお願い申しあげま す。 なお 分

譲住宅供給 等の事業につきまし ては、 用 地取得 調査・ 販売計画等事業展開 に向けての

ノ ウ ハ ウ の 蓄 積 を 図 っ て 行 く こ と と して お り ま す。



（協）千 葉 電 友 会 だより （３）

いつれ にいた しま しても、 供 給公社 は、 ま だま だ生ま れた ばかりの小さ な組織であ

りますので 大きな幹に枝 が張り、 枝に葉 が芽生えるま でには時間がかかり ます が、 職

員 ひとり ひとりが向上心・研究 心をもって大きな目標 に向かって職務に励 んでいると

こ ろ で ご ざい ま す。

この紙面 をお借りして一つだ け宣伝 させて頂きます が、 千葉市特定優良 賃貸住 宅制

度 と は
、 収 入 が

一 定 の 基 準 の 範 囲 内 で、 自 ら 居 住 す る た め に 住 宅 を 必 要 と する 方 に、

千葉市が家 賃の一部を一定期間 補助することにより、 家賃負 担を軽減する 住 宅制 度で

す。 この住 宅は、 民間の土地所 有者等が建設 した優良 な賃貸住宅を千葉市住 宅供 給公

社が借り上 げて管理する賃貸住 宅でありますので大い に活用 していただけ れば幸 いで

す。

２１世紀の住宅 行政は、 高度成長期 の 〔量〕 から住環 境の向上・高齢化社 会の対 応な

ど 〔質〕 の 時代に変わりつつあ り、 電気施工技
翁もこ れに対応して技術革新 が飛 躍的

に進んでお りますが、 貴組合が こう した時代のニーズ に十分応えられております こと

に心から敬 意を表したいと思い ます。 これもひとえに 組合員 皆様 方１人１ 人の高 い意

識と日頃の 研鐙の賜物と存 じま す。 千葉市住宅供給公 社としても近い将来 におい て住

宅の分譲と いう大きな目標に向 けて、 組合員の方々 と の連帯感をもちなが ら逼進 して

いくつもり ですので、 一層 の ご協力 をお願いいたしま す。 終りに千葉電友 会組合員各

社の ご発展と ご繁栄を祈念申しあげます。

購齢Ｌ ∫

・ 寒『、

誓



（４＞ （協）干 葉 電 友 会 だ より

人 事 異 動 雑 感

財団法人千葉市都市整備公社建築課長 水 越 裕

電友会の 皆様には、 日頃より、 都市整備公社の事業 に ご協 力を頂き、 あ つく御礼申

し上 げ ま す。

私は以前、 市の保 全課でお付 き 合いを頂き、 こ の稿 でも御挨拶申 し上 げま したが、

今年の４月 からは当公社で仕事をしておりま す。

当 公 社 は、 千葉 市 に お け る産 業 基 盤 の確 立と、 生活 環 境の 整備
を 図る た め、 総 務 課、

事業課、 建築課の三 課で各種の事業を実施しております。

電友 会の 皆様との 関わりを ご紹介 しますと、 総務課 は、 契約、 検査及び 支払いな ど

の経理に関する事務 を行 います。 事 業課は、 おもに区 画整理事業や土木的 な工事に関

する事業を 行います。 建築課で は、 公共施設の建 築物 や小中学 校の校舎な どの 整備に

関する 事業 を行いま す。 工事の 執行 や監理などは、 市 役所の執 行体制に準 じて 行っ て

い ま す。

これ らは、 千葉市長を会長に、 理事長、 副理事 長及 び常務理事の下、 公 社職員と市

からの 派遣職 員、 合わせて５２名の事務 局職員で執行 して います。 手前味噌 です が、 大

変優秀 な人ばかりで す。

私は、 以 上のような 公社に異 動で 配属さ れ、 公 共建 築物の整備 を担当 しており
ます

ので宜しくお願い致します。

私たち建 築関係の部署の職員 は、 事務系の職員 に比 べて、 割合に人事異 動が少ない

の で す が、 そ れで も 何 回か は 異 動
を しま す。



（協）干 葉 電 友 会 だ より （５）

異動によ り、 今までおこなっ ていた 事柄 を別の違っ た方向から見直したり、 実施 し

たりも しま す。 或は全く別の仕 事に携 わることもあり ます。 また、 いろい ろな人と知

り 合 い に な る こ と が 出 来 ま す。 そ して、 仕 事 に、 人付 き 合 い に、 新 し い発 見 を して い

きます。 環 境の変化により新た な自分 を再発見 し、 さ らに情熱を燃 やした り、 その逆

で あ っ た り、 悲 喜 交 交 で す。

人事異動 は能力本位、 適材適 所な どのコ ンセ プトで 語 られます が、 いず れに しても

異 動 し た 職 場 で
、 い
ろ い ろ な 人 達 と 知 り 合 い に な り、 い ろ い ろ な 仕 事 を 覚 え、 そ して

新たな事業を展開 していくことと成ります。

私の異動 は千葉市の組織内で の事ですが、 世界の各 地を対象に しな けれ ばならない

国家公務員 や大手商社員、 会社 員な どは、 住み慣れた 場所をも移動するの ですからそ

の ご苦労は大変なもの だと思います。

いろいろ と取り止めのない事 を申 し上げま したが、 私はこの４月から千 葉ポー トサ

イ ドタワー ビル１０階の公社 事務所まで通勤 しています。 千葉駅 か ら徒歩で２０分程 の距

離ですが、 今年の夏は思いのほ か過 ごしやすい気温 が続き通勤に助かりま した。 気を

引締め、 そ して微力な がらも都 市整備公社の発展のた め努力を していきた いと思って

い ま す。

終りにな りま したが、 今後と も都市整備公社の事業 にご協力を頂きます よう 宜 しく

お願い申 し上 げますとともに、 協同組合千葉電友会様 の益々の ご発展と、 会員 皆様 の

ご健康 と御活躍を祈念申 し上 げます。

礼
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直
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自他共栄の精神に学ぶ

千葉市建設局建築部電気設備課電気第二係長 古 内 博 道

史上最多 の参加国を得、 アメ リカ南 部の歴史
と風 土 を感じさせ、 また我々 に幾多の

劇 的 感 動 を 与 え た ア ト ラ ン タ オリ ン ピッ ク は 真 夏 の 夜、 幕
を 閉 じま した。

日本選 手 団の活躍につきま しては、 従来のオリン ピックと比べるといさ さか淋 しい

感があり ま した。 我国の お家芸 である 柔道の成績につ い
ても様々な 感じ方 があっ たよ

う で す が、 私
は
、
そ れな り の 評 価 に 値 す る 成績 で あ っ たと 思 い ま す。 日本 の ルー ル と

国 際 ル ー ル に 多 少 の ず れ が ある にせ よ、 今 回 の 成績 に
と どま っ たこ と は、 そ れ だ け 他

国 が強くな って来たと言うこと であり、 柔道の国際化 が更に浸透して来た ことを意味

すると 思わ れます。 ただ、 柔道 の判定に依る勝敗の決 定 ほどすっきり しな い割り切 れ

なさを感じ るのは私だけでしょ うか。 細 かなポイ ント の取り 合いに こだわりす ぎて 柔

道 の ダイ ナ ミ ッ ク さ が 失 わ れ て しま っ た よ う な気 が し ま す。 い
ず れ に して も 今 一 度、

柔道本来の 基本理念である自他 共栄の精神を思い起こ していただきたいも のでありま

す。

自他 共栄 の精神 とは （柔道において） 、 投げられる 者 があって投 げる 者 があり目 的

は勝敗にあらず、 互いに尊重 し合い共に強く（共栄） す
る ことと、 教えを受けまし

た。

さて、 話 は一変 しますが、 我 々、 公共建築物の
建設 に携わる発注者 （行 政） 側と受

注者 （業界） 側もまさにこ の自他共栄の精神をもって歩みたいと思っ ております。

２１世紀に向 け 常に確固たる 目標を持ち、 先 進都市 に劣 らぬよう 互い に切磋 琢磨 し、 相

互作用 を交 しながら技術力 の向 上を目指 し、 後世に誇 れる公共建築物の建 設に携わっ



（協）干 葉 電 友 会 だ より （７）

て行き たい と考えます。

お わりに、 景気は多少 上向き の傾向 にあります が、 まだま だ業界の皆様 方には厳 し

い状況 が続 くものと思わ れます。 どう か強く耐え、 力 強く発展 して行かれ ますようお

祈 り 致 しま す。

慨轟癒
＿
罐 晦



（８＞ （協）千 葉 電 友 会 だ よ り

２ ＝ ９８

㈱千葉電友会 理事 高 井 晃

こ の 数 字 はラ グ ビー ス コ ア ー の 数 字 で は あ り ま せ ん。

アメリ カの発 明王と言 われ１９世紀後 半から２０世紀前半 にか けて特 許数１３００を超 えそ

の多くの発明は今日のアメリカ独 占資本 形成の技術 部門の基礎と なった人， トーマス・

エ ジソ ン （１８４７～１９３１） の 言 葉 で す。

小 学校に 入学した時成績 が悪 く低能児扱いを受けた 際， 教職の経験
を持 つ母親の教

育を受け才 能をのばし， １５才の時貨車 に ひかれそうにな った駅長の子供
を 身をもって

救いそれが奇縁となっ て駅長から電信 技術を学 び始め、 その後 「蓄音機」 「白熱電球」

「蛍光灯」 「ＬＰ盤レコー ド」 等数限り ない発明をした事は余りにも有名 な話です。

人が彼を 人格 者であると共に努 力家であり、 まれに見 る天才である と称え たのに対 し

「天 才 は２％ のイ ンス ピ レー シ ョ ン （霊 感） と９８％ の パー ス ピ レー シ ョ ン （流 汗） の

賜 で あ る と 答 え た。

時は流れ 優雅な社会生活・環 境に慣れて汗をかく事 を兎角忘れがち な現代こ そ、 こ

の数字を思い だす必要があるのではないで しょうか。

日本の学者 も表現 してま した。

鷺∵響∴鶴 ⑭１壷
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世 代 間 の 損 得 差

和光電気㈱専務取締役 伊 賀 美 浩

現 在 の 四 十 歳代
、 五 十 歳代 の

ビ ジ ネ ス マ ン は
、 そ の

前 後の 世 代 にく らべ る と
、 人
生

で ワ リ を 食 っ てい る 世代 だ とす る 意 見 が あ る。 そ の 分 かり や す い例 と して、 六 十 歳以

上 の 人 は
、
持 ち 家 と か

、 株、
ゴ ルフ 会員 権 等 と

、
わ が 国 の高 度 経 済 成 長時 代 に 得 たス

トックイ ン フレの利 益を手にしてい るという ので ある。 私たち は時代の流 れの 中で暮

らす わ けに は い か ず、 世代 全体 の 運 命 に よっ て、 ワリ
を食 っ た り、 食 わず に す むこ と

に な る のは や むを 得 な い が
、 四 十 代 が 持っ てい る のは せ い ぜ い 郊 外 の マ ン シ ョ ン。 将

来もらえる 厚生年金 などの公的 年金 は、 （今のところ） 昭和二十年四月以 降生まれの

人 た ち か ら、 ガク ン と 減る こ と に な っ てい る。 こ れで は 明 る い 見 通 しな ど 持 ち よ う が

な い と い う わ け だ。

人 間 に と っ て戦 争体 験 を 持っ てい る こ と がプラ ス か、 マイ ナ ス か と 問わ れ た な ら ば、

体験者の大 多数は プラスと答え るに違いない。 そのわ けを一つに要約すれ ば （あの時

の辛苦を思え ば耐え られない辛苦はない） という体験を持っているからだ。

この体験 を持つ世代、 六十歳 後半から七十歳代の世 代いわゆる戦中派も、 戦時中、

敗 戦 直 後 に 最 大 に ワ リ を 食 っ た 世 代 だ っ た。

四十歳代、 五十歳代の皆さん も現在ソンを しても、 わが国が繁栄すれば それを帳消

し に し て く れ る期 待 を も っ て、 が ん
ばる しか な い よう に 思 わ れ る が どう だ ろう。
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「謙虚にして驕らず、 更に努力を」

をモ ッ トーに 〃

千葉電機株式会社代表取締役 和 田 龍 二 郎

創立以来 我が社 も十七期 が過 ぎ、 現在十八期 を迎え ており ます。 企業経 営の継続は

十五期あたり が一 つの山だと言 われています が、 我 が社も例 外ではなく、 バブル崩壊

と重なり相 当の苦 しい思いを しま した。 その 中で 会社 が継続 できているの は、 社内外

の人々の ご協力の 賜物と感謝 し ております。 我が社の 決算は 一月 ですが、 平成元年一

月 期 （第 十 期） の 売 上 を１００と し ます と、 第 十 一期１１８、 第 十 二期１４４、 第 十 三期１６０、

第 十 四 期１４２、 第 十 五期１４３、 第 十 六期１０９、 第 十 七 期 （平 成 八 年
一月 期） １１０と、 推 移

しています。 第十 八期は対前年 度比１０％の伸 びが予 想されてい ます。 景気の 波は、 中

小企 業には 遅れ１（くると、 よく 言われますが、 我が社 の推移を見るとそれ がよく表れ

ています。 バ ブル が崩壊 したと いわれてから三年位は そこそこの売上が達 成できたも

のの、 平 成七年一 月期には最高時より３２％の売上 ダウンを余儀 なくされま し た。 我々

配電盤業界 はある程度の設備が 要 求され、 かつ組立工 を中心とする労働集 約 型産業で

ある 為、 元々 固定費 が高く、 売 上の 変動は他の 業種と 比べ会 社の損益 に大 き く反映さ

れま す。 そ の様な中で、 大幅な 売 上ダウ ンにも かかわ らず会 社経営 を健全 体 にもっ て

これたのは、 中小 企業にありが ちな対応の遅 れが （我 が社も 決して速 かっ た訳ではな

いが） さほ どなかったこと。 及 び高額な ゴルフ 会員 権 等への 無駄な投資 が なかったこ

と な どの 理 由 に よ り ま す。

さて、 灼 熱の太陽を浴 びた後 のような 「ふあっ」 と した思考状態の中に あると不況

という言葉 が和らいで、 景気が 回復 したかのような錯 覚に落ち入ります。 一 時景気は
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相当 回復 した と言われてお りま すが、 しか し現在は、 いまだ足踏み 状態に あると、 報

道 さ れ て い ま す。 又こ の と こ ろ消 費 税 が５％ に アッ プ さ れる 為 か、
企 業 の 設備 投 資 が

若 干増えて いるような気 がします。 我 が社も前述のよ う に相当な試練 を受 けま した。

そして今で は 「バ ブル崩壊 後の現在 だが、 あたりまえ の 姿、 好不況に 関係 なく継続で

き る 企 業 を 目 指 して。 」 を ス ロ ー ガン に 「こ れで や っ て い ける。 」 と いう と こ ろ ま で

大改革を行 いま した。 規模の縮 小、 これ以上は無理と いうところまで徹底 的に経費 の

見直しを し、 実行。 私を初め社 員の給料をもカットさ せて戴き年棒制を導 入し、 賃金

の固定化を 計る。 更に年功序列 を廃止し、 利益が出た 時には、 業績貢献度 に依り利 益

配分をし、 常に社員 との信頼感 を保つ努力を していま す。 もちろん無理が 継続する と

一部不満も でますが、 対 話する 場を設け、 相互理解を 深めるよう にしてい ます。 上杉

鷹山の 「な せ ば成る、 なさね ば成らぬ何 事も、 成らぬ は人のな さぬ なりけ り。」 見 栄

や外聞を捨 て、 常に本音 で銀行 をはじめとする 人達に 接してき ました。 （ただしプラ

イ ドだ！ナは 絶対に捨 てま せんで した。） 幸いそれらの 事を実行 に移 したと ころから、

会社の 方も 徐々 に活気を 増してきま した。 おかげ様で 四、 五 年前か ら手掛 けてきた新

製品の 「ドブづけ」 の受 注が増 え、 この 急場を凌 ぐ結 果につな がっ たと思 っておりま

す。 原価計 算 を徹底的に 行ない仕 入業者、 外注業者へ の協力を徹底 し、 良 い製品をよ

り安く供給 し、 ユー ザー の利益 が少 しで も多くなるよ う に努力 して おりま す。 現
在も

新製品の試 作 に取り組ん でおり ます。 年 末か、 来春に は完成予定ですので、 又多方面

に渡り皆様 に協力できる のでは と思っております。 こ れか らも、 どんな時 にでも 「新

製品への強いこだわり」 を捨てず努力 して行きたいと思っております。

最後に自分を戒めている言葉を訳 しそ、 終りに したいと思います。

「謙虚に して驕らず、 更に努力を」

完
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一 総会報告

第１２回 通常 総会 開 催

第１２回通 常総 会が５月２４日３時２０分よ り千葉 市内 のち ば 玉姫殿 に 於 いて組 合員７９名

（委任状含む） 出席のもと開催されました。

総会議案審 議に先 立ち挨拶に立 った岩崎理事長は 「経 営環境が厳 しい昨今、 この不況

をチャンス にと らえる発想の転 換 が必要」 とし、 さ らに 「人が物を作り、 人が金を作

り、 人が情 報を持ってくる事
を 考えると、 中小企 業は 特に 人間関

係のネッ トワークが

企 業を支え、 個人の能力 の蓄積 が会社の発展につ
ながる。」 との考えのも

とで 「社員

の能力 ・ 技能 ・ そ して 自 立 性を 最 大 限 に役 立て て、 厳
しい時代 を 乗 り きっ て ほ しい。 」

と
、
あ い さつ を さ れ た。

次に議案審議 に移り、 平成７年度事業経 過報告、 同
収支決算 監査 報告、 平 成８年度事

業計画案、 同予算案を原案通り可決承認さ れた。

引き続き 損保会社より履行保 証制度について、 市建 築部電気設備課より、 行政説明

を頂き総会、 説明会を終了 した。

総会終了 後、 千葉市幹部をは じめとし、 千葉県中小 企 業団 体中
央会関係 団体等のご

来 賓 を お 招 き して、 総 勢１３０名 の 出
席 の も と 懇 親 会 が 開 催 さ れ、 な ごや か な う ち７時３０

分 に 散 会 した。

（徳久昌之）
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施 設 見 学 研 修 会

平成８年度県外研修会は４月１９～２０日の両日一泊二日で 開催されま した。

例年６月 に行う県外研修です が毎年梅雨にたたら れ見学もままな らず、 今年は梅雨

を さ け て 年 度 早々 で す が ４月 に行 わ れ る。

参加人員３７名にて、 幸いにして会員の皆様の行いがよかったとみえて好天に恵まれ、

金曜日 のこと途中首都高速もスム ーズにぬける ことも出来ま した。

予定 通り大観山にて昼食、 午後三嶋涌 水、 沼津御用 邸を見学し目的 地伊豆長岡 温泉、

八景園到着。

一年 に一 度全員 が集 まり寝 食 を共に出来る のは 今日 をおい て無 く、 日頃 のライ バル

も、 切 って も切 れない 生涯の友 とな り楽 しい一夜 を過 す。 中には 良い夢を みた 人もい

たで しょ う。

二 日 目 は 車 内で ビン ゴを 楽 し み 又 自慢 のノ ドを 披 露 しな が ら、 伊 豆 洋 ラ ン パ ー ク、

沼津サカ ナセ ンター で御土産をたっぷり買いこ み、 無事研修 会を終了いた しま した。

（桜田尚栄）

ン
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第３２回 ゴ ル フ コ ン ペ 開催

９月 ６ 日 （金） 恒 例 の 電 友 会 ゴル フ コ ンペ が、 習 志 野カ ン ト リー 空 港 コ
ー ス に て 開

催されま した。 当日は天候にもめぐまれて ゴルフ好きの会員２０名の内２
名 欠席 で行な

われ
、
厳 しい 日 々 の 仕 事 を し ばし 忘 れ、

参 加 者 皆 楽 しい １ 日 を 過 ご しま した。

競 技 終了 後、 同 ク ラ ブに て 表 彰 式 ・ 懇
親 会 を 行 い、 次 の 方 々 が受 賞 さ れ

ま した
。

（藤沼清ム）

受賞者名

優 勝 北陽電機産業㈲ 久 保 昭 雄 氏

２ 位 ㈱日本ライ ト電商 平 山 力 夫 氏

３ 位 小峯電業㈱ 村 越 平 補 氏

Ｂ Ｂ 共和電気工業㈱ 綱 渕
１
徹 氏

次回幹事

次回予定

北陽電機産業㈲

共和電気工業㈱

８年ｌｌ月１４日（荊

久 保 昭 雄 氏

綱 渕 徹 氏

埴 生カ ン ト リ ー クラ ブ
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平成８年度 経営研修会開催

千 葉 電 友 会 の 恒 例 行 事 と して、 平 成 ８ 年１０月 ４ 日 千 城 台 コミ ュニ ティ セ ンタ ー に於

いて、 協 同 組合千葉電友 会主催 千葉市建築部後援 によ り、 千葉市建 築部技監兼電気設

備課長 清水 様、 電気設備 課主幹 野崎様、 千葉市都市 整 備公社建築課 主幹積 田様、 同主

査田嶋様、 千葉市住宅供 給公社 総 務課 長湯浅様、 業 務 課長鶴岡様等 に御出 席を賜り、

経営研修 会を 開催致 しました。

岩崎興 二理事長の開会 の言葉で 始ま り講演会に入り ま した。 社団法 人発 明学会専務

理事の中 野勝征先生を講 師にお 迎え して、 「アイ デア造りによる楽 しい職 場造り」 の

講義 を い た だき、 ア イ デ ア によ る 楽 し い職 場 造 り、
ア イ デア に 依 る 仕 事 の 大 切 さ を 学

ぶ 事 が 出 来 ま した。 講 演 後 は、
千 葉 中 央 観 光 ブ ドウ 園 に て バ ー ベ キ ュ ー 大 会、 飲 み、

食べ、 唄う楽 しい一時を過 ごして頂 けた事と思います。

皆様には、 御多ｉ亡中にもかかわ らず、 多数御出席下さいま して有難ｉうございま した。

役員一同心より感謝致 して居ります。

又来年度も 研修会には是非共多 数の皆々 様の御 出席 を心より御 待ち申し 上げて居り

ま す
。

踊ｒ

澱 轟麟

（染谷芳雄）
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事 務 局 だ よ り

囹 卦 報

（組合員）

● 冨田電機工業㈱ 代表取締役 冨田 武氏 御尊父正之様

平成７年１２月４日 享年８５才

● 山 栄 電 機 ㈱ 代 表取 締役 山川庄 治氏 御母 堂かた様

平成８年１月２２日 享年９７才

●㈱ 尾 高 電 工 代表取締役 尾高勝隆氏 御尊父正睦様

平成８年１月２９日 享年８０才

● 冨 田電機工業㈱ 代表取締役 冨田 武氏 御母堂フ ジノ様

平成８年５月３０日 享年８４才

●豊 田 電 気 ㈱ 代表取締役 豊田敏嗣氏 御尊父俊雄様

（故 人 は 元 理 事 ・顧 問と し て、 組 合発 展 に 尽く さ れ
ま し た。

）

平成８年７月６日 享年８４才

●㈱増田電気工業所 代表取締役 増田 健氏 御母堂久子様

平成８年１０月５日 享年６８才

一 謹んでお悔やみ申 し上げます。 一

圏 新規加入組合員

（組合員）

轟・
○愚 麗 臨次郎氏

○寵 総 襟治氏

灘 ｌｌ
（住所）薪 艦 番地 購

（住所） 簾 蜘
煽 （ＴＥＬ） ２２７－１２０２ 遇〆

（ＴＥＬ） ２３４－６３３１

酵 騨
． ○ ㈲太陽電設工業ヰ

轟
瀞
鵡 代表取締役 坂本金治郎氏

聾 灘 駆住所）千葉市緑区
耀 繍薮欝 大金沢町３０８番地２

謡 （ＴＥＬ） ２９１－２０４０
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（賛助会員）

○ 日 本 ア ン テ ナ 株式会社 千葉営 業所所長

（住所） 千葉市中央区末広２丁目１番１８号

囹 退 会

（組合員）

○有限会社 宮 崎 電 工

圏 住所変更

（組合員）

Ｈ８． ２月

Ｈ８． ４月

（賛助会員）

Ｈ８． ２月

Ｈ８．１０月

囹 社名変更

（組合員）

Ｈ７．１１月

太 田光則氏

（ＴＥＬ） ２６５－６４０１

平 成７年ｌｌ月１０日 付 に て 退 会 さ れ ま し た
。

有限会社 ヒカ ル電気 工業

（新） 千葉市美浜 区幸 町１丁目２番１５－６０１号

（旧） 千 葉 市 美 浜 区幸 町２丁目１２－１４－４０４号

城南 電 設企 業 株式会社

（新） 千葉市緑区 大高 町４０番地１５

（旧） 千葉市稲毛区作草部町１２８３番地１

岩 崎 電 気 株式会社

（新） 千葉市中央区今井３丁目１４番２号

（旧） 千葉市中央区南町３丁目１０番

株式会社 戸上電機製作所

（新） 千葉市中央区神明町１３番 地１

大宗神 明 ビル１０３

（旧） 千葉市中央 区神明町１３番 地２号

神 明ハ イ ッ１０４号

（新） 大 信 電 業 株式会社

（旧） 有限会社 大 信 電 業

（ＴＥＬ） ２４５－６００３

（ＴＥＬ） ２４４－０７４６

（ＴＥＬ） ２ ９５－１ １５ １

（ＴＥＬ） ２５６－６２６２

（ＴＥＬ） ２６４－６３５５

（ＴＥＬ） ２６４－６３５５

（ＴＥＬ） ２４８－７７３８

（ＴＥＬ） ２４８－７７３８

（１７）



㈹ （協） 千 葉 電 友 会 だ よ り

「

囹 所名変更

（賛助会員）

Ｈ８．ｉｏ月 株式会社 戸上電機ｉ製作所

（新） 東関東営業所

（旧） 千葉営業所

圏 代表者変更

（組合員）

Ｈ８．６月 京葉電気計装 株 式会社

（新） 代表取締役 廣澤征雄氏

（旧） 代表取締役 大塚敏兼氏

Ｈ８．６
月 しま で ん 設計 監 理 株 式 会社

１

（新） 代表取締役 嶋田美治氏

（旧） 代表取締役 小池一郎氏

Ｈ８．９月 関工電設工業 株式会社

（新） 代表取締役 渡部三男氏

（旧） 代表取締役 北林幸一氏

（賛助会員）

肌 ，月 賦 会社高 膿作所

（新） 産 業 事 業 部
南 孝治氏

都市開発部長

（旧） 産 業 事 業 部
渡辺八郎氏

都市開発部長

Ｈ７．１０月 松 下 電 器 産 業 株 式 会 社

（新） 千葉電材営業所長 播磨敏次氏

（旧） ＨＡＬＳ千葉営業所長 成澤輝悦氏

Ｈ８． ４月 ア イ ホ ン 株 式 会 社

（新） 千葉営業所長 大津勝宏氏

（旧） 千葉営業所長 石倉誠司氏



（協）千 葉 電 友 会 だ より Ｇｇ）

Ｈ８． ４月

Ｈ８． ４
月

Ｈ８． ４月

Ｈ８． ５月

Ｈ８． ８月

スズ デン 株式 会社

（新） 東関東営業部
橋本一彦氏

千葉営業所長

（旧） 東関東営業部
武田 徹氏

千葉営業所長

松下電工 株式会社

（新） 千葉電材営業所長 藤村光彦氏

（旧） 千葉電材営業所長 大西敏志氏

ミツワ電機 株式 会社

（新） 千葉支店長 後藤和雄氏

（旧） 千葉支店長 竹田義正氏

光源ポリ シー 株式 会社

（新） 代表取締役 鶴川光一氏

（旧） 代表取締役社長 砂田重政氏

ＤＸア ンテ ナ 株 式 会 社

（新） 千葉営業所長 大津綾夫氏

（旧） 千葉営業所長 赤穂靖彦氏

形第５回千葉市優良工事請負業者決定

平成８年１０月２２日ち ば共済会館にて、 本組合員の ㈱橋本電業社 （代 表取締 役社

長 橋本保伯氏）、 東陽電気工事㈱ （代表取締役 佐藤道命氏） が受賞されました。
一 おめでとう ございます。 一



㈲ （協） 千 葉 電 友 会 だ よ り

入 札 結 果 報 告

Ｈ ７
．
１ ０
．
１ ～ Ｈ ８

．
９
．
３ ０

単位： 千円

落札日 工 事 件 名 社 名 落 札 金額

Ｈ７．１０．２ 千 葉 勤 労
体 育センター・ 文 化 棟 増 築 電 気 設 備 工 事 新 東 電 設 工 業 １ 億４４，０００

〃 中央卸 売市場高 圧鑓電盤他改修工 事 千 石 電 設 ４９，５００

〃 （仮称）大椎第ヨ』・学校新築・電気設備 工事 （都市） 千 葉 電 気 工 事 １億６７，０００

３ 山王中学校他２校・保険室冷暖房電 源設備工 事 武 田 電 気 工 事 店 ２，９００

４ 新 宿 小 学 校 他２校・コンピ ュータ室 整 備 電 気 設 備 工 事 千 葉 電 建 １２，５００

〃 幸 町 第 一 小 学 校・コンピュータ室 他 整 備 電 気 設 備 工 事 新 千 葉 電 設 ８，１００

〃 あ や め 台 小 学 校・コンピュータ室 他 整 備 電 気 設 備 工 事 北 斗 電 業 １０，３００

〃 寒 川 小 学 校・照 明 増 設 工 事 水 沼 電 業 社 １２，９００

〃 高浜第二小学校・照明増設工事 光 栄 電 設 工 業 ８，７００

〃 幕張中学校・照明増 設工事 染 谷 電 気 商 会 ６，６００

ク 花島総 合公園・下の池電気設 備工事 橋 本 電 業 社 １９，
４００

１１ 稲毛中学校他２校・保険室改修他整備 電気設備工事 安 藤 電 気 工 事 ３，９２０

１２ 市道道路照明灯 設置工事 俵 屋 電 気 工 事 ９，６
００

〃 加曽利 緑地・電気設備工事 東 和 電 気 工 事 １２，
０００

ク 県道浜野四街道長沼線他・道路照明灯設置工事 和 光 電 気 １０，０００

〃 千 草 台 東 小 学 校・照 明 増 設 工 事 京 葉 電 設 ７，８００

〃 高 洲 第 二 中 学 校・照 明 増 設 工 事 ヒ カ ル 電 気 工 業 ６
，
８１６

〃
（仮称） 千葉 市消 防 防災総 合センター 訓練用 車庫

新築電気設備工 事
北 園 電 業 ９

，
３５０

１８ 真砂第 二中学校・格技場新築電気設備工事 新 千 葉 電 設 ２
，
４３０

２０ 大森小 学校・照明増設 工事 昌 信 電 機 工 事 １３，
６５０

〃 都賀の 台小学校・照明増設工事 光 栄 電 設 工 業 ４
，
６００

２４ 市消 防局・映像伝送システム 電源設備工 事 豊 田 電 気 ５５，０００

３１ 坂月小 学校受水槽改修電気設備工事 双 葉 電 設 ４
，
５４０



（協）千 葉 電 友 会 だ より （２１＞

落札日 工 事 件 名 社 名 落 札 金額

Ｈ７．１０．３１ 天 戸 中 学 校・高 圧 ケ ー ブ ル 改 修 工 事 京 葉 電 設 ２，９００

１１．１ 千 葉 公 園 球 場・照 明 塔 変 圧 器・高 圧ケーブル改 修 工 事 千 葉 塚 田 電 気 ２１，１００

〃 花島総 合公園・お 花見広場電気設備工事 橋 本 電 業 社 １０，０００

８ 市営住 宅白旗団地 住 戸改善電気設備 工事 コ ー シ ン 電 気 ３，３５０

ク 千 城 台 南 中 学 校・高 圧 ケ ー ブ ル 改 修 工 事 吉 田 電 設 ２，４００

〃 御 成 公 園 他１ヵ 所 ・外 灯 設 置 工 事 北 進 電 設 ３
，
４００

１３
千葉駅東口地下自転車駐車場及び片 道６ワ階段内装
電気設備工事 城 南 電 設 企 業 ８９

，
０００

１４ 泉谷 中学校・格技場新築電気設備工事 優 衡 電 設 ２
，３９０

〃 高洲 第一中学校他１校・格技場新築電気設備工事 滝 口 電 気 工 業 ５，４００

２０ 葛城 中学校他１校・部室新築電気設備工事 （者肺） 昌 信 電 気 工 事 ２，６００

２１ 動物公園ハシピロコウ舎新築電気設備工事 粟 飯 原 電 気 商 会 ２，９００

２９ 幕張 西中学校 他１校・格 技場新築 電気 設備 工事 大 東 電 設 ３，４４０

１２．６ 稲 丘 小 学 校 他４校・非 常 用 給 水 電 気 設 備 工 事 大 西 電 設 ３６，９００

〃 寒川小学校他４校・非常用給水電気 設備工 事 大 信 電 業 ３４
，
８００

１２ 動物公園・アシカ池動力幹線 改修工事 京 葉 電 設 ３，８００

１３ 市庁 舎耐震井戸付貯 水槽・設置他電気 設備工事 成 田 電 機 １２，６３０

１９ 小倉 台保育所・電灯設備改修工事 粟 飯 原 電 気 商 会 ３
，７００

〃 大森 保育所・電灯設備改修工事 北 園 電 業 ２，５５０

２１ 街路灯 設置他 工事 関 工 電 設 工 業 ３５，５００

〃 市道 道路 照明 灯設置工事 （その２） 増 田 電 気 工 業 所 ２３
，５００

〃 南部土木事務所・防災用 発電機設置 工事 太 陽 電 設 工 業 １３，８００

ク 北部土木事務所・防災用発 電機 設置 工事 岡 田 電 気 工 事 １２
，７００

〃 中央土木事務 所・防災用発 電機設置工 事 西 千 葉 電 設 １７
，
８００

〃 市道道路照明灯設置工 事 （その３） 高 率 電 設 ２２，４００

〃 新 田 町 村 田 町 線・道 路 照 明 工 事 野 田 電 設 工 業 ７，８５０

〃 緑が丘中学校・高圧ケーブル改修工事 黒 田 電 気 商 会 ８，４６０



（勿 （協）千 葉 電 友 会 だ よ り

落札日 工 事 件 名 社 名 落 札 金額

Ｈ７．１２．２１ 花 見 川 第 一 保 育 所・内 部 改 修 電 気 設 備 工 事 染 谷 電 気 商 会 ４，９００

２６
千葉市 公営住宅（仮 称）誉田２丁 目第２団地電気 設

備工事
渡 辺 電 気 工 業 １１，１００

ク
緑町小 学校他２校・フ㌧ル附属屋 改築電気設備工事

（都市）
進 和 電 気 ５，４５０

ク
星 久 喜 中 学 校 ・プール 附 属 屋 改 築 電 気 設 備 工 事

（都 市）
コ ー シ ン 電 気 ４，３００

ク
高洲第 一中学 校・プ 沸 附属屋 改築電 気設備 工事

（都市）
滝 口 電 気 工 業 ３，４００

〃
松ケ 丘 小 学校・プール附属 屋 改築 電 気設 備 工 事

（都市）
千 葉 電 建 ３，２５０

〃
生浜小 学校・フ％ル附属屋改築電気設備工事

（都市）
双 葉 電 設 ４，３００

Ｈ８．１．２４ 花 の 美 術 館・外 灯 他 工 事 （そ の２） 新 東 電 設 工 業 ３７，０００

ク 市 道 道 路 照 明 灯 設 置 工 事 （そ の４） 京 葉 エフ・ デ ィ・ケー ｌｌ，５００

〃 市道道路照明灯設置工事 （その５） 笈 川 光 和 電 気 ９
，５
００

２５
（仮称）鎌取第２中学校 屋内 運動場他 電気設備 工事

（都市）
冨 田 電 機 工 業 ４１，４００

〃
（仮称練 取第４小学校 屋 内運動場他 電気設備 工事

（都市）
奄 美 電 設 １４，５００

〃
（仮称練 取 第５小学校 屋 内運動場他電気設備 工事

（都市）
千 葉 電 建 １４

，
０００

３０ 市営住 宅松ヶ丘団地建替事業・電気設備工事 小 峯 電 業 ３１，
０００

〃 市営住 宅轟町第２団地建替事 業・電気設備工事 栄 光 社 ２３，０００

３．２２ 園 生 町 柏 井 町 線・道 路 照 明 工 事 滝 口 電 気 工 業 １６，８００

４．２２ 千 葉 駅 前 地 下 歩 道３．５ 階 段 他・電 気 設 備 工 事 城 南 電 設 企 業 ８０
，
０００

２４
仁 戸名 小 学校・給食室 改築に伴 う幹線切 り 回し

工事 （都市）
千 葉 電 建 ７，４００

５．７ 坂 月 第 ニ ポ ン プ 場 雨 量 計 設 置 工 事 京 葉 エフ・ デ ィ・ケー ２，４００

２１ 轟保育所他４ヵ所・冷暖房 電源設備 工事 水 沼 電 業 社 ２
，
６００

〃 千草台保育所他４ヵ所・冷暖房電源 設備工事 旭 電 工 ２
，
４００

ク
真砂第一中学校・格技場新築電気設備 工事

（都市）
滝 口 電 気 工 業 ４，０００

〃 千草台中学校・格技場新築電気設備工事 京 葉 電 設 ３，７００



（協）干 葉 電 友 会 だ より （２３）

落札日 工 事 件 名 社 名 落 札 金額

Ｈ８．５．２２
こ て は し 台 中 学 校 ・格 技 場 新 築 電 気 設 備 工 事

（都 市）
ト マ ツ 電 設 ２，７００

２８
生浜西小学校・内部 改造二期 電気設備 工事
（都市） 野 田 電 設 工 業 ３

，４００

６．１１ 蘇我中学校・内部改造二期電気設備工事 （都市） 渡 辺 電 気 工 業 ４，０００

１２
花見 川区畑コミエティセンター空調設 備改修電 気設備工
事 笈 川 光 和 電 気 １８，３００

１９
中央 卸 売市場・バナナ加 工施設 熟成 設備改 修電
気設 備工 事 西 千 葉 電 設 １２，０００

〃 草野小学校・散水電気設備工 事 北 斗 電 業 ｌｌ，４００

〃 弁天小学校・散水電 気設備工 事 滝 口 電 気 工 業 ９，４００

ク 若松小学校・散水電気 設備工 事 伊 藤 電 業 １１，６００

ク 市立郷土博物館 擁 壁 改修電 気設備工 事 千 葉 電 建 １１，２００

〃 みつ わ台公民 館・図書室増築 電気設備工事 双 葉 電 設 ５，４００

２６ 千城 小学校・散水電気設備工事 双 葉 電 設 ５，４００

〃 柏 井 小 学 校・散 水 電 気 設 備 工 事 ト マ ツ 電 設 ４，９００

７．１６ 新 宿 保 育 所・電 気 設 備 工 事 成 田 電 機 ４０１６００

１７ 国 道１６号 線・道 路 照 明 灯 設 置 工 事 豊 田 電 気 １０
，
８００

〃 市道・道 路照明灯 設置工事 東 陽 電 気 工 事 ３１，０００

ク 山王 町公園・照明灯設置工事 （その２） 武 田 電 気 工 事 店 ６，０００

２４ 弁天小学校・照明 改修工事 滝 口 電 気 工 業 ６，１００

ク 真砂 第五小学 校・照明改修工事 染 谷 電 気 商 会 ５，８５０

２９ 花島 総合公園・渓流園電気設備工事 橋 本 電 業 社 ６２，５００

３１ 真砂 第二中学 校・照明改修工事 新 千 葉 電 設 １０
，２５０

〃 市道磯辺茂呂 町線・道路照明灯設置工事 安 藤 電 気 工 事 ９，５５０

〃 若松 台小学校・照明改修工 事 陣 野 電 設 ６，６００

〃 椎名小学校・照明 飯修工事 水 沼 電 業 社 ４
，
９５０

ク 作 新 小 学 校・照 明 改 修 工 事 双 葉 電 設 ６，５００

８． ６ （仮 称）磯 辺 保 管 場 所 新 築・電 気 設 備 工 事 新 都 市 サービ スセンター ４，１５０

レ



似） （協）千 葉 電 友 会 だ より

落札日 工 事 件 名 社 名 落札 金額

Ｈ８．８． ６ 生 浜 小 学 校・照 明 改 修 工 事 双 葉 電 設 ６，８９０

９、
（仮 称）総 合 福 祉センター・ち ば 女 性 会 館 新 築 電 気 設 備

工 事
住 友 ・モ デ ン ＪＶ １５ 億９０，０００

〃 （仮 称）消 防 合 同 庁 舎 新 築 電 気 設 備 工 事 六 興 ・ 高 率 ＪＶ ｌｌ 億 ６０，０００

〃 （仮 称）い き い き プ ラ ザ 新 築 電 気 設 備 工 事 共 和 ・ 協 同 ＪＶ ４ 億 ０５，０００

２７ 松ヶ丘緑地さく 井電気設 備工事 昌 信 電 気 工 事 ２，４５０

〃 天 戸 中 学 校・照 明 改 修 工 事 京 葉 電 設 ６，８００

９． ２ 中 央 公 園 プ ロ ム ナ ー ド照 明 灯 設 備 工 事 千 葉 塚 田 電 気 ２ 億 ２２，０００

ｌｌ
さ つ き が 丘 東 小 学 校 他２校・コンピュータ室 整 備 電 気 設

備 工 事
京 葉 工 業 ８，７５０

ク
真 砂 第 一 小 学 校 他２校・コンピュータ室 整 備 電 気 設 備 工

事
京 葉 電 設 １３，３５０

〃 更 科 小 学 校 他１校・コンビ
．
ユータ室 整 備 電 気 設 備 工 事 北 進 電 設 ６，２００

〃 中 央 卸 売 市 場エネルギー棟・電 気 設 備 工 事 俵 屋 電 気 工 事 １３，６５０

〃 市 道 ・ 道 路 照 明 灯 設 置 工 事 （そ の２） 武 田 電 気 工 事 店 １０，３００

１７
千葉市 農政センター 総合 営農指 導拠点 施設新 築電

気設備 工事
福 井 電 機 １億１９，０００

ク 花園第 二小学校・新 築電気設備工事 （都市） 増 田 電 気 工 業 所 １億６２，８００

・〃
．■＿

（仮 称）大 椎 第 二中 学 校・新 築 電 気 設 備 工 事 （都 市） 木 村 建 設 ２ 億００，０００

１８
市営住 宅園生町第２団地・電気設備 改修工事

（都市）
黒 田 電 気 商 会 ４，０００

１９ 幕 張 小 学 校 他２校・コンゼユータ室 整 備 電 気 設 備 工 事 大 東 電 設 ８，６００

〃 稲 浜 小 学 校 他２校・コンピ ュータ室 整 備 電 気 設 備 工 事 滝 口 電 気 工 業 ９，５５０

〃
市営住宅千城台第２団地・電気設備 改修工事

（住宅）
東 和 電 気 工 事 １０，５００

ク
市営住宅千城台第３団地・電気設備 改修工事

（住宅）
大 秋 電 気 工 業 ３０，０００

〃
市営住宅千城台第４団 地・電気設備改修工事

（住宅）
渡 辺 電 気 工 業 ８，１５０

〃 中央卸売市場・高圧幹線改修工事 新 千 葉 電 設 １１，８００

〃 山 王 小 学 校 他１校・コンピ ュータ室 整 備 電 気 設 備 工 事 広 尾 電 設 ７，１００

２４
（仮称）中央区老 人福祉センターゲ 初Ｌビスセンター新 築 電

気設備工事
栄 光 社 ９８，

５００



（協） 千 葉 電 友 会 だ より ㈲

落札日 工 事 件 名 社 名 落 札 金額

Ｈ８． ９．３０ 幸 第 一 保 育 所 ・ 調 理 室 改 修 電 気 設 備 工 事
安 藤 電 気 工 事 ４，８５０

〃
若 松 小 学 校 他１校・コンピュータ室 整 備 他 改 修 電 気 設 備

工 事
双 葉 電 設 ８，５１９

〃
北 貝 塚 小 学 校 他２校・コンピュータ室 整 備 他 改 修 電 気 設

備 工 事
吉 田 電 設 ８，３５０

〃 生 浜 小 学 校 他２校・コンピュータ室 他 整 備 電 気 設 備 工 事 北 園 電 業 ９，１８０

〃 千 葉競輪場・便 所改修電気 設備工事 京 葉 電 設 ２，８８０

〃
市 営住宅高浜第２団地・電気設備改修その２工 事

（住 宅）
岡 田 電 気 工 事 ４４，８００

〃
市 営住宅高浜第２団地・電気設備改修その１工 事

（住宅）
豊 田 電 気 ５２，５００

編集後記

私共の住む、 政令指定都市千葉市は、 二十一世紀に向かって、 大都市にふさわしい

まちづくり 「第六次五か年計画」 が計画 され、 本年度７月１日より 「千葉市住宅 供給公

社」 も 設 立 さ れ ま した。

いまだ続く 厳 しい 経済 状況のな かに、 千葉市 内業者と しては、 明るい兆し が見えてき

たような気が致 します。

二 十一世紀に向 かっ て組 合員 一同一致団結 して頑張りま しょう。

「電友会だより」 第ｌｌ号 の発刊 に あたり、 市 長様を始 め、 御 当局 並びに、 関係 各方面

の 皆様より ご寄稿 いただき、 あ りがとう御座 いま した。 厚く御 礼申し上 げ ますととも

にこれから も会員 相互の親睦交 流を活発にする為、 仕 事、 趣 味、 旅行、 人 生経験等々

な んでも結構で すので、 是非御投稿下さい。

皆様に喜ばれる 会報に したいと願っております。

（好 地）
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’「ＯＳ凹■ＢＡ

オーナー様にとってうれしい、Ｈｆ３２Ｗ器具

ビルまるごと

’

雛
織

卿鄭ノザ
．

，

畷

ロコに決めた！
フルラインアップしたＨｆ－Ｌ６６シリーズ

瀦響
げ

隔野
ミ「

ノ

薄

％

『
黛

魂
㍉

犠

鍔

認

．
」

コ

繭
詞

闇轍軸 醐磁

卿
鑑懇

夢・頻

態怒 鰭

》
露
～
諭

〆

現行蛍光灯器具と同等価格で、ビルまること１８％電気代が節約で盲ますも圃
ラインアップが続々登場／

ＦＬＲ４０Ｗ器具と同等価格。
Ｈｆ－Ｌｃｏ の ライ ン アップ が９日機 種 と 一 挙 に 勢 揃 い。 施 設 面 積

３
。
０００「百の 広 さを もつ ビル でＦＬＲ４０Ｗ 器 具 から Ｈｆ－Ｌｃｏに 置 き

換 えた 場 合、
※１年 聞ト ータ ルコストで※２約 ＬＯ２６

．
０００円 の 差 が 生

ま れます６

※１ 年 間 トーク ルコストと は 初期 設備 費、電 気 代、ラ ンプ 交換 な どの 維 持

費を合わせ た年間あたりの費用（年間照明費）

※２ ＦＬＲ４０Ｗ 器 具（ＦＲ－４２７５０）とＨｆ－Ｌｏｏ 器 具（ＦＨＲ－４２２００）を 比 較

（当社比）圃
オフィスがイキイキ、高 演 色。
明るさ：７％ＵＰ！
Ｈｆメロウラインは色がき れいな５色発光形蛍 光ラン％ 演 色効

果 に優 れ た 自 然 で 爽 や か な 光 源 で、 オフィス空 間 をイ キイキ と

さ せ ます，

咽 園 團 の
（当社ＦＬＲ４０Ｗ器具との比較）

電気代を１灯用もＥ灯用も約１８％節約。
ＦＬＲ４０Ｗ器具と比 べて１台あたりの消 費電 力を１５Ｗ（約１Ｂ％）低

減 し、年 間 で 電気 代 がＬＯ８０円 も 節 約 でき ます（２灯 用）。 ラン ニン

グコス トを 大幅 に 節 減 でき ます，

（。嚇撫難瀕撫撫難灘細

Ａ開ｆ・巳己６畷
ＬＥＡＤ ・ＣＯ ＳＴ・ ＯＰＴＩＣＡＩ

＿

東 芝 ラ イ デ リ ク 株 式 会：社 お問し、合 わせは 千葉 営 業 所 〒２６０ 千葉市中 央区千葉港４－３ ＴＥＬ（０４３）２４７－７２ｉＯ
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トワークの 緬 ン
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バも

ＮＴＴ特 約 販売 店 ・日 立 ・松 下 特約 店

デジタル電子交換機・デジタル ポタ ン電話・多 重化装置

音 声 メ ー ル シ ス テ ム ・ＬＡＮ・ ＷＡＮネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム

デジタルコー ドレスシステム・企業内ネッ トワークシステム

ＦＡＸ・各種病院用通信機器・防災放送機器・監視力メ ラ

ＶＴＲ ・ＴＶ共 聴 設 計 ・ 施 工 ・ 保 守 ・ 工 事

⑪ 騰 論宮川電気通信工業㈱
盈（０４３）２ ２ ５・１ ３ １ １（大代表）

千葉市中央区院内１会１ ＦＡｘ（０４３）２２ ２・１ ３３ ０
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躍進する京葉地域のＣＡＴＶは

千葉アンテナへ
東京

●

ロ
ロ
ロ
０
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噌
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轟 電波障害解決は

信 頼おける調査 から

〒２６０ 千葉市中央区 寒川 町１丁目２１４番地

千葉アンテナ工事株式会社
電 話 ０４３ （２２４） ４３３１ ㈹

ＦＡＸ Ｏ４ ３ （２２ ４） ７ ９ ０７

り側１声ＥＣ畷騨
波 及 事 故 は、 ま ず 事 故 防 止 か ら ！

窪

Ｇ Ｒ付 開 閉 器 のこ とな ら お任 せく ださ い６
　　 ぼ 　

推 奨 認 定 品

Ｇ Ｒ 付 Ｐ Ｇ Ｓ

超 小 形 ・ 軽 量 を 実 現 ！
、

ス テ ン レ ス ケ ー ス を 採 用

Ｖ Ｌ － Ｐ Ａ Ｓ

（制 御 電 源 を 確 保 し て い ま す）
既 設 の 設 備 や 制 御 電 源 確 保 の た め の 韻

内
・

工 事 が 困 難 な 場 所 に 最 適 で す 、 ．ｉｉ鍵 難 蕪 聯岬
朧 禦 灘

東 京 支 社
神 奈ノ”営業所ｉ
北関凍響 業所
鯨 屡電醤販売

８０３－３４６５‘０朔１７

脚翻 灘 聯 辮

Ｖ Ｔ 無 し も あ り ま す
。

圏

ＶＴ内蔵ＵＧＳ

（制 御 電 源 を 確 保 し て い ま す）
既 設 の 設 備 で 新 た に 制 御 電 源 確 保 の た め の

工 事 が 困 難 な 場 所 に 最 適 で す、．

不明な点・お気づきの点などございましたら

お 客 様 サ ー ビ ス セ ン タ ー

画商０１２０－２５－７８６７
ナヤ ムナ〔悩むな）



〔営 業 種 目〕

放 送 設 備 ・ Ｔ Ｖ 共 聴 設 備 ・ 特 殊 音 響 設 備

親子時計設備・インターホ ン設備 ・表示機設備

技術と信頼 の

青葉通信設備株式会社
代表取締役 岩 崎 良 昭

千 葉 市 若 葉 区 桜 木 町 ５ １ １ 番 地 １ ３

電言舌 ０ ４ ３ （２ ３ ２） １ ２ ２ ０αや

自動火 災報知 設備設計・施工

各 種 排 煙 設備 ・ テ レ ビ共 聴 設 備・ 放 送設 備

そ の他消 防設備

‘５猛■ｒ引酢尋 難 千葉県代理店

難 千 歳 防 災 社
本 社＝千葉県山武郡成東町富ロ６７４

ＴＥＬＯ４７５（８２）２８０４ ・ＦＡＸ Ｏ４７５（８２）５３２９

千 葉 営 業 所 ： 千 葉 県 千 葉 市 緑 区 誉 田 町２丁 目２１－９９４

ＴＥＬＯ４３（２９１）７４８３ ・ＦＡＸ Ｏ４３（２９１）２６９３



非常電源配電設備の適正設置
御気軽に御相談下さい

社 団法人 日本電 気協 会認定品

● キュー ビク ル式非常専用 電源 設備

（消 防庁告示第 ７号適 合品）

変 圧 器 容 量 の２００ｋＶ Ａ ・ ３００ｋＶ Ａ ・ ５００ｋＶ Ａ の 各 種

社 団法人 日本配 電盤 工業会認定品

● 低圧で受 電す る非常 電源専用の 配

電盤及び分電盤
（消防庁告示 第１０号適 合品）

配 電 盤 ・ 分 電 盤 の １ 種 ・ ２ 種 の 各 種

財団 法人 日本消 防設備安 全センター 認定品

● 加圧 送水装 置等の 制御盤

（消 防 庁 第１１１号 第 ５ ・ １ 適 合 品）

消 火 栓 ポ ン プ 用 ・ ス プ リ ン ク ラ ー 用 の 制 御 盤 の 各 種

ユ ー ザ ー の 皆 様 と 共 に 伸 び ゆ く

㊥ ミヤコ電 灘 式會牡

、

縁

，

軍

亭

．

嚢・ゼ
１

即縫

「 欝 号

本 社 〒１３６ 東 京 都 江 東 区 南 砂 ２ 丁 目 １０ 番 １０ 号

ＴＥＬＯ３（３６４７）２７０１（代） ＦＡＸＯ３（３６４７）０９４０

千葉営 業所 〒２６０ 千 葉 市 中 央 区 松 ヶ 丘 町 ２０ 番 ４ 号

松 ヶ 丘 ガ ー デ ン ヒ ル２ Ｆ

ＴＥＬＯ４３（２６６）００２１（代） ＦＡＸＯ４３（２６６）００２４

ＴＯＳＨＩＢＡ

地場に育まれ 奉仕し 明日へ躍進

電設資材 総合卸

－ 一一 一 一一 一 一一 一一 一
「

Ｉ
Ｉ

照 明 器 具 ・ 配 線 器 具 ・ 換 気 扇 ・ 各 種 光 源

配 電 盤 ・ 分 電 盤 ・ 制 御 盤 ・ 受 変 電 設 備

Ｈ Ａ 機 器 ・ Ｏ Ａ 機 器 ・ 家 電 製 品 ・ 住 宅 設 備 機 器

配 線 ・ 電 績 ・ 電 線管 及 附属 品 ・ そ の 他 電 機 工 事 材 料

千葉東芝電材株式会社
本 社 千葉市中央区中央港２丁目４番１号

〒２６０ ０４３（２４２）８１４５㈹

ＦＡＸ Ｏ４３（２４２） ８１４８

千 葉 営 業 所 〒２６０ 千葉市中央 区中 央港２－４－１ 容０４３（２４２）８１４１㈹ ＦＡＸ．０４３（２４２）８１４８

木 更 津 営 業 所 〒 ２９２ 木 更 津 市 請 西 ２－１－１２ 盈０４３８（３７）６１１４ ＦＡＸ．０４３８（３７）７３８０

東 金 営 業 所 〒 ２８３ 東 金 市 堀 上 ２７４－１ 君０４７５（５５）５４８１ ＦＡＸ．０４７５（５５）５４８４

市 川 東 葛 営 業 所 〒２７２ 市 川 市 二 俣 １－１３－１１ 費０４７３（２８）５００２ ＦＡＸ．０４７３（２８）５１１７

佐 原 営 業 所 〒２８７ 佐 原 市 佐 原 ロの２０２８ 含０４７８（５４）１６３３㈹ ＦＡＸ．０４７８（５２）３６６３

成 田 営 業 所 〒２８６ 成 田 市 並 木 町２１９－２５８ 麿０４７６（２２）３２５１㈹ ＦＡＸ．０４７６（２４）３２２９



パー トナーの 松下電工と 共に、

施工の効率化で世の中に貢献します。

鵡
馨

謹懸鯵賛難雛
騰 ㍉　 』雛 麟

叢離轟轟鐸鑛

軸回
今 ワ 見えてきます

電設資材総合商社

〈ｉ毒〉東京電材株式会社
本 社

東 京 営 業 所

千 葉 営 業 所

船 橋 営 業 所

野 田 営 業 所

柏 営 業 所

成 田 営 業 所

茂 原 営 業 所

東 京 都 墨 田 区 向 島 ２－２２－５

東 京 都 墨 田 区 向 島 ２－２２－５

千 葉 市 中 央 区 末 広 ３－５－７

船 橋 市 日 の 出 ２－１ ４－７

野 田 市 中 根 ５ ４ － ６

柏 市 北 柏 ２ － ２ ２ － ５

千葉県 印旛郡富里町 日吉倉４７－２

茂 原 市 木 崎 ２ ７ ９ － １

ＴＥＬＯ３ （３６２３） ７００１ （代） 〒１３１

ＴＥＬＯ３ （３６２４） ４３３１ （代） 〒１３１

ＴＥＬＯ４３ （２６４＞ １１２１ （代〉 〒２６０

ＴＥＬＯ４７４ （３５） ７２２１ （代） 〒２７３

ＴＥＬＯ４７１ （２５） ４１１１ （代） 〒２７８

ＴＥＬＯ４７１ （６６） １２１１ （代） 〒２７７

ＴＥＬＯ４７６ （９３） ５１１１ （代） 〒２８６－０２

ＴＥＬＯ４７５ （２２） ５１８１ （代） 〒２９７



躍進を続ける干葉県のメーカー

０
０ ｕ’『ｏ

太陽の限りない強力なエネルギーが美 しい自然を育み、
万物の生命の根源をなすように、 強烈な情熱と技術 力に

よって豊かな都市づくりの一端を担っていきたい。

営業品目 高低圧受配電盤・監視盤・各種制御盤

株式会社 大 東 電 機 製 作 所
代表取締役 大 薗 力

事業所 〒２８９－１１ 八街市沖 字中沖６０１番地 ＴＥ Ｌ Ｏ４３４４５６７５１番 ㈹

轟

１ 鋤 懸 離製 翻雄醒、轟
燗 』

艦
む

難 醒 騨離一騨羅 鵬

１ 藻…灘１ 難瓢羅薫；熱講 羅 …報 照

雛
　 講 纒 欝 罪

。 脇 防災システム／

鞭 ．＿．＿ ＿ 灘 ＿ 嚇
購：灘 霧 　１回鼎

● アク ティ ブなコ ミュ ニケ ーシ ョン か可 能な 罎轟㌔日 も 凸 撃 ●自 火 報はＲ 方式、 防 排煙 はＰ 方 式で 接続隔 翌田
田島田 罫

喝
ヨ 田 躬 詑 躬

醐

雛
　

即

凝

鰻

酬

縄
．

響

．

≡ ＝ 嵯 詣 △ ・ ＝ 圭
・

ＬＣＤ マル チ ディ ス プ レイ

●「何が 発生 した か」が す ぐわ か る音 声警 報

を標準装備

●業界初、高精度ＩＣカ ートによる デー タへ一 ス

（アドレス、地区 名称、連 動制御 設 定等）管 理

● 電路 設計 に ゆ とつ を 生む 総延 長２ ０ｋｍの

伝送距離

● 新採 用の 差 し 込み 端 子付 中 継器 で 施工 作

業を大幅短縮

● 非常 放送 設 備 の新 規 格に 標 準 対応

Ｒ－２¶

蕪 難 ・… ブ・・ド・システム

鑛…蕪
Ａ 騙 能 美 防 災 株 式 会 社 千葉支 糧 〒２６０ 千葉 榊 央区若草１－２－１２ 吼 （０４３）２６６－０３０３Ｆ献（０４３）２６６－０３４４



先端技術で２１世紀を創造する

配 電 盤 製 造 販 売

△
ＣＨＩＢＡ ＤＥＮＫｌ

千葉電機株式会社
本社 〒２６４ 千葉県千葉市若葉区加曽利町４７５－１

電 話 ０４３（２３１）８７５５（代）

ＦＡＸ Ｏ４３（２３２）０４７９

簸時代の；６ズに応えるＭｌＫＵＮｌ

営業品目
屋内外 キュー ビクル式高圧 受変電設備

配 電 盤 ・ 制 御 盤 ・ 分 電 盤 ・ 監 視 盤

キュー ビクル式非常電源専用 受電設 備

（ＰＦ －Ｓ形 １５０ｋＶＡ 屋外 用 認 定番 号 １２７号）

（ＣＢ形

（ＣＢ 形

（ＣＢ形

（ＣＢ形

（ＣＢ形

１５０ｋＶ Ａ 〃 〃

３００ｋＶ Ａ 〃 〃

３００ｋＶＡ 屋 内 用 〃

５００ｋＶＡ 屋 外 用 〃

５００ｋＶＡ 屋 内 用 〃

２６８号）

２２６号）

２８１号）

２２５号）

２８０号）

非 常 電 源 用 分 電 盤（消 防 庁 告 示 ８ 号適 合 認 定 品）

〈寧 二邦電機工業株式
本 社 及 営 業 所 東 京 都 墨 田 区 本 所 ３ 丁 目２２番 ３ 号 〒１３０

水 戸 営 業 所 水 戸 市 泉 町 ２ 丁 目 ２ 番 ２９ 号 〒３１０

宇 都 宮 営 業 所 宇 都 宮 市 花 園 町 ４ 番 １ 号 〒３２０

千 葉 営 業 所 千 葉市 中 央 区 長 洲 １ 丁 目２１ 番 ４ 号 〒２６０

茨 城 工 場 茨 城県 猿 島 郡 総和 町下 大 野 ２０００ 番 〒３０６－０２

会社
竜 舌０３（３６２４）３５１１㈹ ＦＡＸＯ３（３６２５）４６１６

藩 舌０２９２（２４）２２６１

篭 舌０２８６（３５）１９５１

藩 舌０４３（２２１）０３３８

藩 舌０２８０（９２）０７５５

ＦＡＸＯ２９２（２ユ）６４８４

ＦＡＸＯ２８６（３５）１８９２

ＦＡＸＯ４３（２２１）０６６８

ＦＡＸＯ２８０（９２）１０１４



電 線 ケ ー ブル他 資 材 専業 特 約店

藤長電気株式会社
東関東支店

取 締役支 店長 須 山 由 一・

〒２６３ 千 葉 市 稲 毛 区 黒 砂１－５－１４

ＴＥＬＯ４３－２４１－２５５２ ＦＡ ＸＯ４３－２４１－２４７２

自動試験機能でランニングコストを低鍼！
中規模から大規模までカバーする、 最大９系統の伝送システムを構築。
大型複合ビルにおける防災システムの信頼性向上に威力を発揮しまする

特 長 ㊧
● 操 作 性、視 認 性を

大 幅にアップする

大 型ＬＣＤタッチ パネル

● 画 面 のハードコピー が

可 能な内 蔵 プリンタ

ｉ類

鋤 　
蟹１…

、 ㌔
、

● 自 動 試 験 機 能 付 アナログ式 感 知 器 の 採用

インテ，ジ．ン、防災システム
〈 範 〉 二・Ｖ

・７ ｝ 備 恰 杜

ＲＸκ一６ 千葉 支 店／〒２６２ 千 葉 市 花 見 川区 幕 張 本 郷５－１２－５ 費０４３（２７５）７５７６（代表）

本 社／〒１５１ 東 京都 渋 谷 区幡 ケ 谷１－１１－６ 倉０３（３４６８）１１１１（代表）
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